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     与えられた学びから「意志ある学び」へ 

                自ら多様な [知の獲得] 
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プロジェクト学習とは、プロジェクトベースで向かう学び（Project Based Learning）  

未来へビジョン・ゴールを描き向かう 

目的（何のために）と目標（何をやり遂げたいのか）を明確に向かう学び 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ フィードバック         ■ PBL のゴール       ■ チームに分かれてゴールへ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      プロジェクト学習（Project Based Learning）とは 
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   ゴールへ向かうプロセスで手に入れた知識、情報、アイディアをポートフォリオに一元化します。 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト‥３つの特徴 
□ ビジョンとゴールが明確 

□ 現実から情報を獲得する 

□ 新たな価値を生み出す 
 

     プロジェクト学習とポートフォリオの関係 

プロジェクトとは夢を実現すること 
 
□ 現実をよりよく変える 

□ 価値ある何かを生みあげる 

□ ミッションを胸に未来へ向かう 
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    プロジェクト学習の[フェーズ]で[身につく力] 
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      プロジェクト学習のフェーズ展開と活動 
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     「情報」と「知識」を照らし合わせる  

     情報が命！ プロジェクト学習  
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■ポートフォリオとは  

ポートフォリオとは、これまでの作品「活動歴」「実績歴」などをファイルしたもの。紙ばさみや建築家などがもっ

ている作品集ファイルを意味する。バラバラの情報を一元化するもの。 

その人自身の意志で自分（自身や経験など）が伝わるものを一元化したファイル。自分が作ったもの、自分を作った

ものこれまでの作品・成果・経験を一元化したもの。学習や仕事のプロセス全体が俯瞰して見えるファイル。 

 

■ポートフォリオの価値 

１ 「目標」や「成果」や「評価」を明確にする 

２ 結果だけでなく「プロセス」が見える 

３ 数値化できないその人の個性。能力、才能など唯一性が見える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
     
    ■ ポートフォリオの条件 
 

・ビジョン・ゴールの存在 

・根拠あるものを入れる（出典・年月・場所などがわかるように） 

・アイディア（メモ・スケッチ・下書き）も入れる 

 

         ポートフォリオの基本 
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29 フェーズごとに「身につく力」と「対話コーチング」 


